
平成２８年度 吉田町議会目標に対する評価 

 

目標 課題 取組内容 
各議員
評価 

全体
評価 

評価理由 

会議の活

性化 

情報・問題

の共有 

（１）議員活動で得た情報や問題点を共有化し、課題の解決

に向け取り組む。 

○＝３ 

△＝８ 

×＝２ 

△ 

・情報や問題点の共有化は不十分で 

課題の解決に至らなかった。 

・議員活動で得た情報や問題点を共 

有化するための議員懇談会の開催が 

少なかった。 

質疑討論の

充実 

（１）議案等の論点を明確にして質疑の充実を図る。 

（２）議案審議方法を検証し、よりよい審議方法に見直す。 

○＝４ 

△＝７ 

×＝２ 

△ 

・論点整理は行われたが、明確にな 

らなかった。 

・質疑がはっきりしなかった。 

・審議方法は検証には至っていない。 

情報の発

信 

議会のＩＣ

Ｔ化 

（１）議会中継に向け、各委員会の中継を行う。 

（２）議会フェイスブックの充実を図る。 

○＝８ 

△＝４ 

×＝１ 

○ 

・試行を行い課題に向け取り組んだ。 

・フェイスブックは随時発信してい 

る。 

議会だより

の充実 
（１）読みやすい議会広報の充実を目指す。 

○＝９ 

△＝４ 
○ 

・読みやすい議会広報を目指した紙

面づくりが実施できた。 

議員の責

務 

資質の向上 （１）議員研修の充実を図る。 
○＝９ 

△＝４ 
○ ・計画どおり研修が行われた。 

信頼回復 （１）吉田町議会基本条例を遵守する。 

○＝３ 

△＝２ 

×＝８ 

× ・信頼回復に至らなかった。 

住民意見

の反映 

議会報告会

の充実 

（１）住民にわかりやすい情報を提供する。 

（２）町民との意見交換を活性化し、政策提言に繋げる。 

◎＝１ 

○＝７ 

△＝５ 

○ 

・報告会の定着が図れた。 

・アンケートや反省を基に報告並び

に意見交換ができた。 

・政策提言までに至らなかった。 

出前会議の

開催 
（１）ＰＲと開催に向けたサポートを行う。 

△＝２ 

×＝11 
× ・議会として動きが足りなかった。 

 

※２８年度末に自己評価して、公表する。 

評価基準は『設定以上にできた⇒◎、設定どおりにできた⇒○、設定には足りなかった⇒△、出来なかった⇒×』 


